
ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう 地区スローガン  

「世界を変える行動人」 

11月は「ロータリー財団月間」です 
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国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク 



ガバナー メッセージ ガバナー 藤井 秀香 

11月のロータリー特別月間 「ロータリー財団月間」 

ロータリー財団の歴史 

 1917年当時のロータリー会長アーチ．クランフが、「世界で良いことをするため
の」基金の設置を提案この目標と26ドル50セントの初めてのご寄付が今や世界中
で多くの人々の救う今日のロータリー財団となりました。その寄付は世界中で奉仕
活動に役立てています。 

 創立されて100年以上、いろいろな持続可能なプロジェクトに総額40億ドル以上
の資金を提供してきました。ロータリー財団の使命は、ロータリアンが健康状態を
改善し、教育への支援、貧困を救済、世界理解、親善、平和を達成できるように支援
することです。 私の年度はポリオ根絶に力を込めたいと思います。 

世界ポリオデー（10月24日） 

ポリオ根絶及び新型コロナウィルス感染
終息祈願法会 

宗派を超えて祈りの聖地世界遺産高野山
で行いました。 

 まず初めに、大変有難い法会を執り行って頂きまし
た。東山泰清前官御房様をはじめ、職衆の高野山RC僧
侶会員の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 1905年にシカゴで創設されたロータリークラブは
200以上の国や地域の奉仕の心を持つ120万人の会員
の組織です。世界のほぼ全ての地域に存在して、それ
ぞれが独自の活動を行なっています。115年あまり様々
な職業を持つ人や、市民のリーダーが「世界を変える
行動人」となり、その経験と知識を生かして社会奉仕活
動や人道的活動に取り組んできました。幅広い分野で
持続可能な影響をもたらす為に、ロータリーの会員は
毎日、世界の何処かで活動しています。切迫した問題が
山積みとなってるこの世界で、私達は単なる傍観者で
は無く自ら行動する責任があると考えています。 

 ロータリーは7つの分野にに重点を置いて活動して
います。 

＊ 平和の推進 

＊ 疾病との戦い 

＊ 水と衛生 

＊ 母子の健康 

＊ 教育の支援 

＊ 地元経済の成長 

＊ 環境保全 

 ロータリーの使命は、人々に奉仕し、高潔さを奨励し、
世界理解、親善、平和を推進する事です。 

 ロータリーは、持続可能な変化を生むために人々が
手を取り合って行動する世界を目指すグローバルネッ
トワークとして、多様性を重んじ、年齢、民族、人種、肌の
色、能力、宗教、社会的地位、文化、性別、性的指向、性
自認にかかわらず、あらゆる背景を持つ人の貢献を称

えます。ポリオ根絶はロータリーの最優先課題です。 

 新型コロナウィルスの感染予防策として、大規模なワ
クチン予防接種を停止するよう指示があり4月だけで
も4,000万人以上の子供たちが、ポリオワクチンの定期
予防接種の機会を失ったことを知りました。あと少しの
ところまで来ているのに、コロナのさらなる影響が懸
念されています。そんな中「WHOアフリカ地域の野生型
ポリオウィルスの根絶が認定されました」ロータリーの
会員は計りしれない役割を果たしてきました。そこに
は、徒歩、ボート、自転車、車、ある時はらくだに乗り、数
百万人もの、保険ワーカーの移動、紛争地帯や政情不
安地域の子供達にワクチンを投与する為の画期的戦略
など過去20年間の世界中のロータリアンと共に誇りに
思いたいです。残り2つのポリオ常在国で打ち勝つまで
は活動を継続していかなくてはいけません。（パキスタ
ン・アフガニスタン） 

 世界ポリオデーに祈りの聖地、世界遺産の高野山に
て宗派を超えて 

 「ポリオ根絶及び新型コロナウィルス感染終息祈願」
を壇上伽壇にて執り行うことができました。関係者の皆
様には心より感謝申し上げます。 

 表では、高野山高校のインターアクトクラブの生徒と
先生方、ロータアクトの皆様が、啓蒙活動を執り行って
くださいました。ポリオとロータリークラブ紹介チラシ
付きマスクの配布。ポリオ根絶のための募金活動を行
いました。高野山RCのご尽力なくてはこの企画は実行
できませんでした。お力になって頂きました、深く感謝
申し上げます。 

 私達は子供達と約束したのだから、守らなくてはい
けません。今年は、日本にロータリークラブができまし
て100年、高野山では弘法大師が、大師号を天皇から
賜って1100年。この記念すべき年に法要が執り行えた
事、全世界のロータリーアンになりかわりまして、御礼申
し上げます。 

  

2018-19年度RI会長 バリー・ラシン氏と 

【次ページヘ】 



祈願文 （薬師如来様に奉納された） 

 いま現在、新型コロナウィルスが世界を襲っています。 今から126年前の1894年に世界で大流行した感染症ポリ
オは、世界中で多くの命を奪い、小児麻痺を引き起こすことで、人々の自由を奪いました。 

 我々ロータリアンはこのポリオという感染症の根絶に向けて約30年前に立ち上がり、諸先輩方の努力を受け継
ぎ、安全なワクチンを世界中の子供達に届ける等の支援を行なっています。 

 現在、世界中で野生型ポリオの症例数を99.9％減少させて参りました。 

 この根絶に向けたプログラムの歩みを緩めてしまうと、ポリオ感染を再熱させてしまいます。 

 新しい感染症が猛威を振るっている今であっても、ポリオ根絶の歩みを緩めてはなりません。 

 世界中の未来の子供達に約束した「ポリオのない世界」の実現まで「あともう少し」世界中の人々を感染症から
お救い頂きたく、本日ここ、祈りの聖地「高野山 金堂」においてポリオ根絶及び新型コロナ感染終息を御本尊 薬
師如来様にご祈願し、医療最前線で感染症対応なさってくださっている全ての医療従事者の安全と健康と心の安
らぎあることを併せてご祈願したくここに敬って申し上げます。 

【2020年10月24日 世界ポリオデー】 



ロータリー財団月間に因んで 
地区ロータリー財団委員長 初田 隆生  

 ロータリークラブは1905年に、シカゴで弁護

士をしていたポール・ハリスらが“シカゴRC”を設

立したのが最初です。ロータリー財団の前身であ

る”ロータリー基金“は、その12年後の1917年に、

アーチ・クランフ（６人目のRI会長）が、米国アトラ

ンタで開催された国際大会において、「全世界的

な規模で慈善・教育・その他社会奉仕の分野で、

よりよいことをするために基金をつくろう」と提

案し、その数カ月後に、カンザス・シティーRCから

最初の寄付金26ドル50セントを受け取ったことか

らスタートしました。しかしその後、なかなか思う

ように寄付は集まりませんでした。皮肉にも、基

金創設から約30年後の1947年1月に、ポール・ハ

リスが亡くなったのをきっかけに、70カ国以上、約

30万人のロータリアンが彼の死を悼み、国際ロー

タリーに寄付金が相次いで寄せられて、130万ド

ル以上の寄付が集まりました。そしてその翌年の

1948年に、財団最初のプログラムである「高等

研究奨学金」により18人の若者が選ばれ、これが

最初の“ロータリー国際親善奨学生”になりまし

た。そしてロータリー財団は、2017年に100周年を

迎え、今年で103年になります。 

ロータリー財団への寄付は大きく分けて、①年

次基金寄付、②恒久基金寄付、③ポリオプラス基

金寄付、の３種類があります。補助金として使用

されるのは年次基金寄付で、３年間運用された後

に、WF（国際財団活動資金）と、DDF（地区財団活

動資金）として使用されます。DDFは、地区補助金

とグローバル補助金として使用されます。 

地区補助金の対象は、各クラブが地元や海外

で行う小規模で、短期の奉仕活動です。7月18

日、「ロータリー財団審査委員会」を、藤井ガバ

ナー・林 地区国際奉仕委員長・豊岡 地区社会奉

仕委員長・地区ロータリー財団委員会の皆様にご

出席頂き開催致しました。 

5月1日～6月30日の期間、地区補助金の申請

を受け付け、24件の申請がありました。ここ数年、

申請数は年々増加してきており、昨年度の申請

数は28件でしたので、今年度は30件以上の申請

を予想していましたが4件の減少となりました。

今年に入って新型コロナウイ

ルス感染症の影響で、地区補

助金を申請した奉仕活動の

変更を余儀なくされたり、ま

た奉仕活動を中止したクラ

ブもあり、そのようなことも

今回の申請数が減少した要

因かもしれません。一度限り

の例外として、財団は新型コ

ロナウイルスに関連して、2020年3月15日以降に

発生した費用を2020-2021年度地区補助金で賄

うことを認めました。 

今回、申請のあった24件中、国際奉仕関係が6

件、社会奉仕関係は14件、新型コロナウイルス感

染症に関係する事業が4件でした。各クラブから

の申請内容を審査し、制約事項による申請不可、

申請額の減額等ありましたが、その後TRFへ申請

し、その結果、正式に承認され、9月に各クラブに

補助金の振込を行いました。 

申請がありましたクラブは以下の通りです。

（申請順） 

高師浜RC、堺清陵RC、河内長野RC、岩出RC、

海南RC、堺北RC、堺東RC、和歌山東南RC、和

歌山北RC、松原中RC、和歌山東RC、和歌山

RC、海南東RC、橋本RC、大阪金剛RC、大阪狭

山RC、太子RC、りんくう泉佐野RC、泉佐野

RC、岸和田東RC、田辺RC、田辺はまゆうRC、

和歌山城南RC、高野山RC 

グローバル補助金は、3万ドル以上の大規模な

事業に活用する補助金で、これまで大きな成功

を収めてきました。しかし昨年度、2020年5月中

旬までにグローバル補助金のためのWF予算が使

い尽くされ、その時点でグローバル補助金の成

功の代償が明らかとなりました。さらに今年度、

グローバル補助金のためのWFは1200万ドル近く

少なくなっています。これは新型コロナウイルス

の世界的流行による影響ではなく、2年前の年次

基金への寄付が、その前年度から著しく減少した

ことに起因しています。 

【次ページヘ】 



 ロータリー財団管理委員会は入念に検討か

つ協議した結果、グローバル補助金への現金拠

出に対する上乗せを廃止する方針を導入しまし

た。これは痛みを伴う決定ですが、選択の余地は

ありませんでした。管理委員会は今後も、WFから

できるだけ多くのグローバル補助金を提供でき

ることを望んでいますが、慎重な財務管理が求

められる中、需要が再び供給を上回った場合に

どのように対応するかを考慮しなければなりま

せん。このため、管理委員会は以下のことを決定

いたしました。 

＜国際財団活動資金（WF）の最低授与額の廃止＞ 

グローバル補助金のためのWFの最低額が廃止

となりました。グローバル補助金では、最低予算

が3万ドルとなっています。申請者はDDF・現金を

組み合わせてグローバル補助金に充てることが

でき、財団は全てのDDF寄贈に対して同額のWFを

提供します。 

この新たな方針により、WFから15,000ドルを受

領するために、少なくとも15,000ドルのDDFを確

保する必要性に縛られることなく、申請者はグ

ローバル補助金のための資金を調達することに

なります。例として、この新しい方針の下では、次

のような方法で資金を調達できます。 

DDF 1万ドル + WF 1万ドル + 現金拠出 1万ドル = 

グローバル補助金 3万ドル 

または 

DDF 5千ドル + WF 5千ドル + 現金拠出 2万ドル = 

グローバル補助金 3万ドル 

など 

管理委員会は、再び需要がWFの供給を上回る

状況に陥った場合、グローバル補助金提唱者が

WFの上乗せなしで資金を調達することを奨励し

ています。もちろん、グローバル補助金の通常の

資格基準はすべて、今後もこれらの補助金に適

用されます。グローバル補助金は財団の主要な

補助金活動であるため、これらの活動の質にお

いて妥協することはできません。 

ポリオの常在国は、パキスタン、アフガニスタ

ン、ナイジェリアでしたが、昨年2019年８月に、ナ

イジェリアでは、最後に野生型ポリオウイルスの

症例が報告されてから、３年が経過しました。こ

れにより今年の８月25日、世界保健機関（WHO）に

よりアフリカ地域の野生型ポリオ根絶が認定さ

れ、あと残るは2カ国になりました。 

 

 

 

 

 

 

地区ロータリー財団委員会としましては、皆様

からのご寄付を各クラブの奉仕活動に有効にご

活用頂けるように、そのお手伝いが出来ればと

考えていますので、今後とも、ロータリー財団へ

のご支援ご協力をよろしくお願い致します。 



「世界インターアクト週間」によせて 
地区インターアクト委員長 渡辺 隆一  

親愛なるロータリアンのみなさま、インターアク

ターのみなさま、インターアクトクラブ顧問の先生方、

そしてそれを取り巻く大勢のみなさま、平素より国際

ロータリー第２６４０地区のインターアクト活動にご理

解とご支援を賜り誠にありがとうございます。心より

感謝申し上げます。 

国際ロータリー理事会は、ロータリークラブとイン

ターアクトクラブに、１１月５日を含む１週間を「世界イン

ターアクト週間（World Interact Week）」として遵守す

るように奨励しています。それは、ロータリークラブと

インターアクトクラブを「顕著であり、国際規模の活

動」に参加させるためです。 

ロータリーの青少年奉仕を構成するプログラムの

なかで、１２～１８歳の中学生・高校生とロータリーとの

接点になるのがインターアクトクラブです。国際ロー

タリーのホームページによりますと、１４５か国に１４，９１

１のインターアクトクラブがあり、３４２，９５３名のイン

ターアクターが現在活動しています（２０２０年１０月１９

日現在）。提唱ロータリークラブによる支援の下に、友

だちと楽しみながらロータリーの「超我の奉仕」を学

び、行動力を身につけていくプログラムになっていま

す。 

しかし、２０２０年、新型コロナウィルスは、私たちの生

活習慣やリズムを一変させてしまいました。抗いきれ

ない自然環境の猛威の下で、学校生活が大きく乱さ

れており、インターアクト活動も中止または延期せざ

るを得ない状況が今なお続いております。 

世界中で新型コロナ禍の影響を受けていない人は

きっといないでしょう。ですが、止まない雨はありま

せん。世界が「オールド・ノーマル（以前の生活様式・常

識）」に戻ることはないでしょう。「ニュー・ノーマル

（新しい生活様式・常識）」は、若いインターアクターだ

けに限らず、私たちロータリアンにとってもチャンスに

なり得るのではないでしょうか。 

もともと、２６４０地区に所属される各インターアクト

クラブでは、中学校・高等学校の部活動の一環とし

て、奉仕・国際理解・指導力育成に寄与する活動を実

践されています。各インターアクトクラブは、それぞ

れ特色のある活動を行われており、それらは毎年毎

年、着実に成果を上げています。 

ただ、少なくとも本年度は、新型コロナ禍の影響

で、例年と同様の活動をそのまま実施することがで

きません。各学校は、ようやく学

校生活の建て直し・安定化に向

けた一歩を歩み出されていると

ころであり、危機管理の観点か

らみなさまの健康と安全に鑑

み、インターアクト活動に関し

て、より一層慎重な判断を求め

られていると思います。 

とはいえ、私たちロータリアンは、みずから行動を

起こすことの大切さを認識しています。それには、イ

ンターアクトクラブ同士、そして提唱ロータリークラブ

同士、ひいては２６４０地区全体で、相互関係をこれま

で以上に深め、インターアクター、ローターアクター、

そしてロータリアンの関係強化を図り、相互の活動を

通じてより豊かで意義ある人生への機会の扉、奉仕

の扉を開けるよう促していく必要がございます。 

そのためにも、例えば昨今のオンライン会議のよう

に、若く新しい柔軟な知恵を例えばデジタル文化と

融合させて、これまでにない革新的な変化に富んだ

活動を見出していきたいと考えます。これまで積み

重ねてきた成果に新しいなにかを加えていき、これ

までとはひと味もふた味も違うインターアクト活動、

「ニュー・ノーマル」ならぬ「ニュー・アクト」を創り上げ

るお手伝いをしていければと考えます。未来を担う

青少年に奉仕活動を通じて関わって頂く機会として、

積極的に捉えて頂ければ幸いです。 

他の人の役に立つことをすることは、他人への思

いやりの心を形成することであり、人の心を豊かにし

てくれると思います。未来のリーダーを育てるイン

ターアクトクラブのより一層の飛躍発展が若いリー

ダーを世界へはばたかせる大きな一歩になると確信

いたします。今後も、インターアクトクラブを提唱され

るロータリークラブが増えていくことを切に願いま

す。 

地区内の各インターアクトクラブがさらに発展しま

すよう、地区内ロータリアンのみなさまのご理解とご

協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

１１月５日を含む１週間 



ガバナー公式訪問  

10月1日 河内長野高野街道RC 

 キックス（河内長野市立市民交流センター) 

 会長 太田 光治 

 幹事 山本 直嗣 

 

 

 

10月7日 岸和田RC 

岸和田市立浪切ホール  

 会長 伊丹 克介  

 幹事 永野 祥司 

 

 

 

10月8日 橋本RC 

橋本カントリークラブ 

 会長  坂口 卓  

 幹事 富桝 泰史 

 

 

 

10月9日 和歌山中RC 

ダイワロイネットホテル和歌山 

 会長 有田 幹雄 

 幹事 林  正 

 

 

 

10月10日 Rotary-E Club Sunrise of Japan 

ネット例会 

 会長 藤本 竜太 

 幹事 西川 徹 



10月14日 ワールド大阪ロータリーEクラブ 

ネット例会 

  会長 門田 知也 

  幹事 辻江 正清 

 

 

10月15日 岸和田南RC 

岸和田南RC事務所 

 会長 大谷 孝利 

 幹事 雪本 孝彰 

 

 

     

10月16日 美原RC 

ウッドリーム大阪 

 会長 泉並 正 

 幹事 武部 純子 

 

 

 

10月17日 堺フェニックスRC 

堺東 備徳 

 会長 京谷 知明 

 幹事 仲峯 豊 

 

 

 

10月20日 関西空港RC 

ホテル日航関西空港 

 会長 川﨑 真範 

 幹事 新井 昭人 

ガバナー公式訪問  



10月22日 泉佐野RC 

泉佐野商工会議所 

 会長 谷口 文彦 

 幹事 北浦 基次 

 

 
 

10月28日 田辺東RC 

きのくに信用金庫 田辺支店 

 会長 本田 耕二 

 幹事 竹中 悟 

 

 

 
 

10月28日 河内長野東RC 

河内長野市商工会館 

会長 畠山 隆雄 

幹事 河合 真吾 
 

 

 

10月29日 大阪金剛RC 

大阪狭山市立公民館 

会長 山本 尚生 

幹事 南  啓二 
 

 

 

 

10月29日 那智勝浦RC 

ホテルなぎさや 

会長 山田 善清 

幹事 濵  修一 

ガバナー公式訪問  



10月24日(土) 世界ポリオデーに地区イベント開催 

地区財団ポリオ・プラス小委員長、雑誌・公共イメージ委員長  井手 良明 

 本年度藤井ガバナー発願の地区事業として、世界ポリオデーである10月24日(土)、世界遺産であ
り祈りの聖地 高野山金堂にて「ポリオ根絶及び新型コロナウイルス感染終息祈願法会」を藤井ガバ
ナー始め、各ガバナー補佐、地区役員等が代表して出席。11時から、英語随時通訳も交えて執り行い
ました。 

 30年以上にわたるロータリーとパートナー団体の努力により、世界でポリオ症例数を99.9%減少さ
せ、発祥国は僅かにアフガニスタンとパキスタンのみとなりましたが、現在、世界中で新型コロナウイ
ルス感染が拡大する中、コロナ対策が喫緊の課題であると同時にポリオ(小児マヒ)根絶に向けた取
り組みを、ここで緩めてしまってはポリオ感染の再拡大を引き起こし、世界中の人々、特に子ども達を
危険に晒してしまう恐れがあります。そこで、ポリオ根絶と新型コロナウイルス感染終息を願い、宗旨
宗派を越えての祈願法会を執り行うと共に、ポリオ根絶プログラムが新型コロナウイルス対策に活用
されている事を広く国内外にお知らせし、ポリオ根絶プログラム継続の為の募金協力を呼び掛けま
した。 

 感染症拡大防止の観点より、法会は参加者制限を行った上で、同時刻にFacebookを通じて中継動
画配信し、世界中の皆様と共に祈りを捧げた。法会・式典の模様が同日、テレビ和歌山の報道番組で
紹介されました。11月10日17：30～のテレビ和歌山でも放送されますので、是非ご覧ください。 

 尚、法会実施にあたりお世話頂きました高野山RCの僧職の皆様方を始め、金堂内での中継動画配
信を頂いたローターアクト、金堂前にて募金活動のお手伝いを頂いた高野山インターアクトの皆様大
変お疲れ様でした。またSNS拡散に協力頂いた皆様、ありがとうございました。 

地区特設 Facebookページ 

  END POLIO NOW Rotary D2640 

 https://www.facebook.com/year.2020.21 

地区特設 ポリオ根絶募金サイト 

  https://congrant.com/project/rid2640g/2282 





米山記念奨学会 奨学生研修旅行 

地区米山記念奨学会 学友小委員長 新本 憲一 

 10月3日（土）～4日（日）の1泊2日にて、奨学生研修旅行を行いました。 

 急な予定ではありましたが、コロナ禍の中で自宅に

籠もりきりの奨学生のためになんとしても開催したいと

の委員会の思いと、各大学とも履修の決定遅れや変則

な授業・ゼミ・研究室となっており奨学生の学業や就活・

卒論等の日程の集計を加味し急遽計画致しました。少

数の委員の同行のもと、新型コロナウィルス対策を徹底

した中での研修旅行としました。奨学生全員参加の上、

（人数を制限したためOB学友は不参加）地区内の魅力

と産業を学ぶと同時に奨学生同士の親睦と友好を図り

ました。 

 １日目は有田にてのみかん狩り体験や白浜観光を行い

ました。いかに有田の地が果樹栽培に適しているかのお

話や、栽培の方法などを教えていただきました。白浜で

は、地区内各所に景勝地があることを伝えました。 

 ２日目は印南にてサーカス鑑賞・湯浅醤油蔵見

学・ワイナリー見学を行いました。醤油発祥の地に

て、その成り立ちや製法、醤油にかける思いなどを

伺いました。また、ワイナリーでは地元で新たな産業を起こす思いも伺いました。 

 研修旅行を通じ、奨学生は交流を深めると

同時に、各所でお世話頂いたロータリアンの温

かみを感じ地区内の魅力を再確認しました。１

年間の奨学生期間の中で世話クラブの方々以

外と話す機会も少なく、ロータリーの事やロー

タリアンに接する研修となりました。また、大阪

在住の奨学生も多く和歌山の各所が初めてと

いう子達もいて地区内の魅了を感じ取っても

らえたと思います。 

 最後になりますが、訪問各所のクラブの皆様には大変お世話になりました。ご協力に感謝申し上げるとともに無

事に終了したことをお伝えさせていただきます。ありがとうございました。 



創立35周年記念事業で福祉施設に車などを寄贈 

岩出ロータリークラブ 

創立35周年実行委員長 谷川 芳昭   

 創立35周年記念例会をコロナ禍の現状を踏まえ、予定していた記念例会開催日を2020年11月14
日から2021年4月15日に変更させて頂きましたが記念事業に関しましては先行寄贈にて5月～6月に
公立那賀病院にアルコール消毒液と姉妹クラブの韓国中文ロータリークラブから防護服の支援協力
を頂き寄贈させて頂きました。 

 そして今回、那賀児童福祉施設に軽自動車を紀の川市教育委員会傘下の陸上競技協会に指導者
用スポーツベストとスポーツジャケットの寄贈引き渡しを行う運びとなりました。記念例会にむけて地
域の皆様のお役に立てるよう今後も奉仕の理念を奨励し育んで活動を推し進めて参ります。 

 

会長 藤田 源吾 

 岩出ロータリークラブ創立35周年の記念事業として公立那賀病院にアルコール消毒液と姉妹クラ
ブの韓国中文ロータリークラブから支援協力を得て防護服を先行寄贈させて頂き、又 本日は那賀
児童福祉施設組合へ軽自動車を寄贈しました。入所されている方々の足となり、お役に立てればと
願っております。 

 また、紀の川アスリートクラブへ指導者ユニフォームを寄贈しました。健全な子どもたちの育成に役
立てていただければと思います。 

 今後もロータリーの奉仕の理念に基づき、会員一同活動したいと思います。 

和
歌
山
新
報
掲
載
記
事 



創立36周年記念例会で長期ビジョンを発表 

堺おおいずみロータリークラブ 

 堺おおいずみロータリークラブ（会長 前内 禧宏)は、創立36周年を迎え、記念例

会を開きました。コロナの為、会員のみで記念例会及び親睦会の開催。 

 記念例会では、長期ビジョンを発表しました。 

 ビジョンは、２カ月に亘り、議論を重ねて作成。 会員数４０名を目標に地域で存在感

のある楽しいクラブを目指すこととしました。 

 

≪長期ビジョン≫ 



田辺市立 新武道館へデジタルサイネージ（大型電子看板）を寄贈 

田辺ロータリークラブ 

 田辺ロータリークラブ（会長 長井 保夫）は、社会奉仕事業として、10月10日に竣工式を行

う予定の田辺市立新武道館へ75インチデジタルサイネージ(液晶ディスプレイに案内情報な

どを映像表示する装置)を寄贈しました。 

  



ポリオ撲滅「募金箱」 役場庁舎に設置協力を要請 

高野山ロータリークラブ 

 高野山ロータリークラブ（会長 岩坪 英雄）は、10月5日、同クラブ高梨R財団委員

長、岡本地区幹事らと共に、平野 嘉也 高野町長を訪問し、ポリオ撲滅のための募金

箱の設置協力を要請しました。 

 早速、庁舎内や一般の方が訪れる窓口に募金箱を設置してもらうことができ、町民

の皆さんから募金を頂きました。 

 地区では地区内のロータリークラブに所在市町村や公民館など幅広く募金箱の設

置協力を頂くよう呼びかけているところで、ご協力、有難うございました。 



1年ぶりの再開 第40回「愛の献血」運動を実施 

和歌山城南ロータリークラブ 

 和歌山城南ロータリークラブ（会長 柏原 康文)は、10月11日（日）、メッサオークワ 

ガーデンパーク和歌山店で、第40回「愛の献血」運動 を実施しました。 



創立40周年記念例会 ささやかに開催 

堺北ロータリークラブ 

 当クラブは1980年10月3日創立総会を開催し、同年10月8日国際ロータリーから承認されたクラブ
であり、今年は創立40周年を迎える記念すべき年度であります。過去においては10周年、20周年、30
周年と、ご来賓を含め百数拾名規模で記念式典並びに記念祝賀会を開催し、併せて地域に役立つ
記念事業も行ってまいりました。今年は新型コロナウイルスの影響で厳しい状況が続いているため、
特に地域に貢献できる記念事業にウエイトをおく事とし、記念式典や記念祝賀会ではなく創立40周
年を迎えての「記念例会」という簡素なかたちで記念行事を行う事といたしました。 

 先ず、記念事業は、（1）タイ国バンジャイ病院へ医療機器寄贈、（2）熊本県人吉市へ豪雨災害義援
金贈呈、(3)堺市立の町屋歴史館へベンチ一式寄贈、（4）堺市へ薬物乱用防止募金贈呈、（5）堺市へ
鉄砲鍛冶屋敷再生プロジェクト基金贈呈、（6）堺市内の児童福祉4施設へマスク寄贈と、従来よりも数
倍多い内容となりました。 

 次に「記念例会」ですが、2020年10月3日(土)いつもの例会場で通常より早い午前11時より行事を
開始しました。今回はご来賓なしで会員30名と家族のみで行う予定でしたが、友好クラブの「タイ
国・ノンケームRC」より是非とも出席させてとの強い要望があり同クラブ会長にご出席いただき合わ
せて48名により例会行事が始まりました。 

 第1部の記念例会では、点鐘、国歌斉唱、山中喜八郎会長の挨拶に続き、ノンケームRCトーマス イ
ソベ会長よりご挨拶を頂きました。続いて、チャーターメンバーと古参会員の2名より約10分間ずつ
昔懐かしい記念スピーチがあり、話に花が咲き会場が盛り上がりました。続いて、40周年を記念して
特にクラブに貢献された会員皆さんへの表彰状授与が行われました。 

 第2部の食事会では、堀畑好秀実行委員長の開会の挨拶、会員家族の紹介と続き、乾杯の後、楽し
い食事会が始まりました。新型コロナウイルスの影響で三密を避けるため、間隔を空けての座席で、
しかもお喋りは出来るだけ慎みなさいとの事でしたが、ピアノとサックス演奏による甘いバック
ミュージクの流れる中での楽しいひと時となりました。最後に、手をつながないでグーによる「手に
手つないで」の合唱で、午後2時過ぎお開きとなりました。このあと全員で記念写真を撮り、全ての行
事が終了しました。 

 当クラブは、これからも地域社会に貢献しながら、50周年、60周年へと力強い歩みを続けてまいり
ます。 



堺ロータアクトの活動報告 
堺ロータリークラブ・堺ロータアクトクラブ 

 コロナ渦において、ロータアクトの活動も制限ある中で９月第１回の例会よりプログラムに卓話を取り入れ

ました。また、私ちの活動内容を少でも多く方に知っていただきいという想から、2020年度より、その内容を

ロータリクラブのホームページをお借りして共有させいただくことになりました。  

 早速ですが、9月例会の卓話でお話した内容を共有させていだきます。 















 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせ

てもらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、

記念事業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強

等、職業奉仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉

仕（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアクト、

ローターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの案内、

募集、報告等の寄稿をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真を

ＦＡＸ、封書等又はメールでガバナー事務所へご連絡ください。 月信では、引き続き、国際ロー

タリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいりま

す。 ご協力、よろしくお願いします。                     （地区 ＩＴ・ガバナー月信委員会）  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

http://rid2640g.com/fujii/ 

e-mail: fujii@rid2640g.com 
JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


